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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高津川は、島根県鹿足郡吉賀町田野原にその源を発し、日本海に注ぐ流域面積1,090km2、幹川流路延長81kmの一級河川です。

流域は、石西地域の中心都市である益田市をはじめとする１市２町からなり、流域内の人口は約３万４千人で、想定氾濫区域内人口はその約６割となっています。

流域の地形は、全体的に平地に乏しく急峻で、最下流部でようやく横田盆地・益田平野等の沖積平野が広がります。

また、高津川は４年連続日本一水質が良い河川として、地域の方々に親しまれている河川です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高津川では河川整備基本方針を平成18年2月、河川整備計画を平成20年7月に策定しています。

高津川の国管理区間の整備目標としては、河口から約３kmの益田市街地にかかる区間を、流域に壊滅的な被害をもたらした既往第１位の昭和47年7月洪水、３kmより上流並びに支川は、既往第2位の昭和18年9月洪水と同規模の洪水を安全に流下させることを掲げています。

目標を達成する上での整備期間は概ね30年間を想定しています。

主な事業は築堤、河床掘削、樹木伐開、堤防浸透対策　などとなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高津川では平成24年3月に河川維持管理計画を作成し、堆積土砂撤去や樹木伐開等の実施にあたっては、良好な環境にあるアユ産卵場等に配慮し、変化に富んだ特徴的な河川環境を保全するという目標を定めております。

このような目標のもと平成24年度に試験施工を実施しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
試験施工は、瀬や淵が良好な状況であった頃の瀬の形状を参考に形状を設定しました。

具体的には、
左岸側は、砂州上の樹木を伐開し、昭和40～50年代の河床形状を参考に砂州の前面部分を掘削し、

右岸側は、平成16年前後の瀬の形状となるよう砂州を掘削し、

瀬の部分は、昭和40～50年代の河床形状を参考にして、洪水時に流されにくい粒径を含んた土砂を投入しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
試験施工の形状の検討にあたっては、現地モニタリング結果を踏まえ、
試験施工後の河床形状の変化度合いを評価する河床変動モデル
と試験施工がアユ産卵場に与える影響を評価する物理環境評価モデルを作成しました。
作成したモデルを用いて、河床の安定性と産卵環境維持の両面から評価して最適な形状を設定しました。

試験施工後にはモニタリング調査を再度実施し、
試験施工の効果の確認やモデルによる評価の妥当性について検証しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アユの産卵適性度評価基準は、
現地調査結果に基づく産卵分布と水深及び流速の物理環境の関係から、産着卵の分布範囲と適性度の分布が概ね整合するよう、高津川独自の産卵適性条件を設定しました。

なお、産卵適性度は、安全側を考えて、水深の適性度と流速の適性度を掛け合わせて算出しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
試験施工前後の写真を比較すると、エンコウの瀬の面積が拡大していること
が分かります。

また、右下の写真では平成25年の4回の出水後においても瀬の面積が維持さ
れていることが確認できます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物理環境について、

・エンコウの瀬は、試験施工により適性度の高い範囲が拡大し、出水期を経た産卵期においても適性度の高い状態を保持している。

・現地調査により、様々な流量規模で産卵に適した流速帯が形成されていることを確認しており、幅広い流況に応じて瀬が形成されるよう施工形状を設定した効果と推察する。

・ナガタの瀬は元々適性度が高く、平成25年の産卵期は出水による瀬の拡大に伴い、試験施工直後に比べて適性度の高い範囲が拡大した。
　但し、平均的な流況下では好適な物理環境が形成されているが、現地調査結果では流況に応じて好適な流速帯の割合が増減しており不安定な状態にある。

という評価しております。
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